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★最新介護医療情報★★最新介護医療情報★

　国際医療福祉大の研究グループは今年１月、新型コロナウイルスの感染が拡大した 2020 ～ 21国際医療福祉大の研究グループは今年１月、新型コロナウイルスの感染が拡大した 2020 ～ 21

年に、年に、高齢者のフレイルが増加したとする調査結果を米国老年医学会雑誌に発表した。高齢者のフレイルが増加したとする調査結果を米国老年医学会雑誌に発表した。

　調査は 17 ～ 21 年、栃木県大田原市で暮らす 70 歳と 75 歳のうち、要介護認定者を除く高齢者　調査は 17 ～ 21 年、栃木県大田原市で暮らす 70 歳と 75 歳のうち、要介護認定者を除く高齢者

を対象に実施した。高齢者の健康状態を確認する「基本チェックリスト」を使い、5222 人から回答を対象に実施した。高齢者の健康状態を確認する「基本チェックリスト」を使い、5222 人から回答

を得た。を得た。

　基本チェックリストの質問は、日常生活や運動、外出など 7 テーマで 25 問に及ぶ。基本チェックリストの質問は、日常生活や運動、外出など 7 テーマで 25 問に及ぶ。「日用品の買「日用品の買

い物をしているか」、「椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がれるか」、「週に 1 回以上外い物をしているか」、「椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がれるか」、「週に 1 回以上外

出しているか」——などの質問に「はい」か「いいえ」で答える。配点は、質問一つにつき 1 点で、合計出しているか」——などの質問に「はい」か「いいえ」で答える。配点は、質問一つにつき 1 点で、合計

が 4 ～ 7 点でプレフレイル（予備軍）、8 点以上でフレイルと判定される。が 4 ～ 7 点でプレフレイル（予備軍）、8 点以上でフレイルと判定される。

　研究グループが回答した 5222 人分の結果を分析したところ、フレイルと判定された人の割合　研究グループが回答した 5222 人分の結果を分析したところ、フレイルと判定された人の割合

は、19 年は 12・4％だったが、20 年は 16・4％になった。21 年は 17・4％だった。プレフレイは、19 年は 12・4％だったが、20 年は 16・4％になった。21 年は 17・4％だった。プレフレイ

ルの人の割合も、17 ～ 20 年は 20％台であまり変化はみられなかったが、21 年は 31・8％と高ルの人の割合も、17 ～ 20 年は 20％台であまり変化はみられなかったが、21 年は 31・8％と高

まった。まった。

　チェックリストの質問では、「友人の家を訪ねているか」に「いいえ」、「昨年と比べて外出の回数が　チェックリストの質問では、「友人の家を訪ねているか」に「いいえ」、「昨年と比べて外出の回数が

減っているか」に「はい」と回答した人の割合が大きく変化していた。どちらの回答も 17 ～ 19 年は減っているか」に「はい」と回答した人の割合が大きく変化していた。どちらの回答も 17 ～ 19 年は

10％台だったが、20 年は 20％台後半、21 年は 30％台前半だった。10％台だったが、20 年は 20％台後半、21 年は 30％台前半だった。

　分析をした同大の広瀬環助教（理学療法学科）は、「研究は、コロナ禍で実際にフレイルの高齢者が分析をした同大の広瀬環助教（理学療法学科）は、「研究は、コロナ禍で実際にフレイルの高齢者が

増えていたことを示す根拠の一つといえる」と指摘する。増えていたことを示す根拠の一つといえる」と指摘する。そのうえで、「地域活動や趣味の活動に出かそのうえで、「地域活動や趣味の活動に出か

けることはフレイル予防になるので、コロナ禍で活動を見合わせていた人は、感染に気をつけながけることはフレイル予防になるので、コロナ禍で活動を見合わせていた人は、感染に気をつけなが

ら、再開してもらえれば」と話している。ら、再開してもらえれば」と話している。
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　厚生労働省の薬事・食品衛生審議会医薬品第一部会（部会長：森保道・虎の門病院内分泌代謝科　厚生労働省の薬事・食品衛生審議会医薬品第一部会（部会長：森保道・虎の門病院内分泌代謝科

部長）は 8 月 21 日、部長）は 8 月 21 日、早期、軽度の患者に対するアルツハイマー病（AD）治療薬「レケンビ点滴静注」早期、軽度の患者に対するアルツハイマー病（AD）治療薬「レケンビ点滴静注」

（一般名：レカネマブ）について審議し、承認することを了承した。（一般名：レカネマブ）について審議し、承認することを了承した。エーザイと米国のバイオジェンがエーザイと米国のバイオジェンが

共同開発したもの共同開発したもので、1 月に承認申請をしていた。米国では 1 月に迅速承認、7 月にフル承認されてで、1 月に承認申請をしていた。米国では 1 月に迅速承認、7 月にフル承認されて

いる。いる。

　両社は米国での年間卸業者購入価格を患者一人当たりで年 2 万 6500 ドル（約 385 万円）に設　両社は米国での年間卸業者購入価格を患者一人当たりで年 2 万 6500 ドル（約 385 万円）に設

定しているが、中医協では薬価がどのように設定されるかが注目される。定しているが、中医協では薬価がどのように設定されるかが注目される。

　レカネマブはアミロイドβ（Aβ）プロトフィブリル（PF） に選択的に結合し、ミクログリアによる　レカネマブはアミロイドβ（Aβ）プロトフィブリル（PF） に選択的に結合し、ミクログリアによる

食作用を介してこれを除去することにより、早期 AD による軽度認知症患者における疾患進行によ食作用を介してこれを除去することにより、早期 AD による軽度認知症患者における疾患進行によ

る臨床状態の悪化を抑制することが期待される。る臨床状態の悪化を抑制することが期待される。通常、10mg/kg を 2 週間に 1 回、約 1 時間かけ通常、10mg/kg を 2 週間に 1 回、約 1 時間かけ

て点滴静注する。て点滴静注する。

　同様の作用機序を持つ医薬品はなく、認知症の原因物質に直接作用する医薬品としては初めて。同様の作用機序を持つ医薬品はなく、認知症の原因物質に直接作用する医薬品としては初めて。年

齢の条件はなく、若年性 AD も軽度であれば投与できる。厚労省の担当者は「マスコミでは夢の新薬齢の条件はなく、若年性 AD も軽度であれば投与できる。厚労省の担当者は「マスコミでは夢の新薬

のようにとらえる向きもあるが、進行を遅らせる薬でアルツハイマー病を治す薬ではない。あまり加のようにとらえる向きもあるが、進行を遅らせる薬でアルツハイマー病を治す薬ではない。あまり加

熱しないようにお願いしたい」と釘を刺した。熱しないようにお願いしたい」と釘を刺した。

　副作用に関しては、Clarity AD 試験でレカネマブ投与群でプラセボ投与群よりアミロイド関連画　副作用に関しては、Clarity AD 試験でレカネマブ投与群でプラセボ投与群よりアミロイド関連画

像異常（ARIA）の発現率が増加したため「MRI で読影できるように医師への像異常（ARIA）の発現率が増加したため「MRI で読影できるように医師への

トレーニングをしっかりとやるように」との意見が出たという。トレーニングをしっかりとやるように」との意見が出たという。

アルツハイマー新薬「レカネマブ」承認を了承、薬食審アルツハイマー新薬「レカネマブ」承認を了承、薬食審

米国での価格は患者 1 人年 2 万 6500 ドル米国での価格は患者 1 人年 2 万 6500 ドル (  2023.8.21 配信 (  2023.8.21 配信 )


